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窓
口
の
利
用
、
倍
に
ふ
え
る

グ
知
る
権
利
d

な
お
ざ
り

司
会
の
清
水
英
夫
さ
ん

東
京
都
公
文
書
の
開
示
に
関
す
る
条
例

(通

称
・
情
報
公
開
条
例
)
が
ス
タ
ー
ー
し
て
、
約

三
カ
月
に
な
る
。
施
行
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
知

る
権
利
を
無
視
し
た
情
報
非
公
開
条
例
だ
と
、

市
民
運
動
団
体
か
ら
批
判
が
続
出
し
た
。
主
婦

連
な
ど
、
六
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
す
る
、

市
民
に
よ
る
都
・

情
報
公
開
条
例
を
実
現
す
る

会
μ

は
、
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、
新
た
に
H

東

京
に
情
報
公
開
制
度
を
実
現
す
る
市
民
の
会
u

を
結
成
す
る
な
ど
の
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
東
京
自
治
労
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
七
月
十
五
日
、
東
京
・
千
代
田
区
、
自
治

労
会
館
で
、
情
報
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都
・

開
示
条
例
の
施
行
と
問
題
点
」
を
聞
い
た
。
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回
覧

つ
だ
が
、
実
際
の
鱈
求
現
場
で
は
ど

う
か
。
寺
田
さ
ん
が
具
体
的
に
報
告
。

知
事
交
際
費
の
支
出
に
関
す
る
文

笹
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
「
個
人
が
識

別
さ
れ
る
」
「
関
係
者
と
の
信
頼
関

係
が
そ
と
な
わ
れ
る
」
と
い
う
理
由

で
、
全
部
非
公
開
。

教
科
白
の
専
門
調
査
員
名
簿
(
五

十
七
、
五
十
八
年
度
)
は
、
委
員
に

業
者
か
ら
圧
力
が
か
か
る
」
、
近
隣

騒
音
問
題
懇
談
会
の
会
議
録
は
「
委

員
が
非
公
開
の
申
し
合
わ
せ
を
し
て

い
る
」
と
い
う
理
由
で
非
公
開
と
な

った。「
知
事
交
際
貿
は
、
発
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
総
則
さ
れ
る
と
い
う

が
、
知
事
は
公
人
で
あ
る
し
、
お
金

は
公
園
周
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
教
科

。
の
調
査
員
は
、
も
う
せ
で
に
辞
め

ら
れ
た
方
の
も
の
。
神
奈
川
県
で
は
、

こ
れ
と
同
じ
名
簿
が
公
掬
さ
れ
て
い

る
。
近
隣
騒
音
に
し
て
も
、
表
現
の

自
由
、
集
会
の
自
由
に
重
大
な
影
留

を
与
え
る
騒
音
規
制
を
検
討
し
て
い

る
懇
談
会
で
す
。
纂
本
的
人
権
に
か
の
制
度
を
な
ぜ
作
る
か
と
い
う
と
、

か
わ
る
審
議
を
、
単
な
る
申
し
合
わ
住
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
、
も

せ
に
よ
っ
て
非
公
開
に
す
る
の
は
闘
う
一
つ
は
、
行
政
が
住
民
に
情
報
を

題

だ

」

知

ら

せ

て

理

解

を

得

て

、

行

政

を

円

ま
た
、
請
求
し
て
も
「
そ
う
い
う
滑
に
行
う
と
い
う
乙
と
が
あ
る
。
条

文
白
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
条
例
が
具
体
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
知

例
公
布
後
に
文
留
が
改
さ
ん
さ
れ
て
る
樋
利
の
考
え
方
が
務
ち
、
後
者
の

い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
部
分
だ
け
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
知
る
権
利
が
せ
ば
め
ら
が
密
か
れ
て
な
い
と
裁
判
に
な
っ
た

れ
て
し
ま
う
、
と
指
摘
す
る
。
「
も
う
時
、
裁
判
所
に
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ

一
つ
の
問
題
は
、
文
岱
一
件
に
二
百
が
あ
る
。
神
奈
川
県
で
も
、
公
開
講

円
の
聞
皐
ナ
数
料
が
取
ら
れ
る
こ
と
求
の
訴
訟
が
あ
っ
た
時
、
裁
判
所
は

だ
。
市
民
の
税
金
で
作
っ
た
資
料
に
、
両
方
に
利
容
関
係
が
な
い
と
訴
え
の

な
ぜ
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
理
由
に
な
h
h
d
-
な
い
と
、
訴
え
を
退
け

い
の
か
」
と
、
手
数
料
不
払
い
運
動
た
。
知
る
権
利
が
明
記
さ
れ
な
い
た

を
始
め
た
運
動
体
も
あ
る
と
い
う
。

め
、
裁
判
所
は
、
情
報
公
開
は
そ
の

人
の
た
め
の
梅
利
で
な
く
、
全
体
の
、

開
か
れ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め

に
、
そ
の
人
に
権
利
を
与
え
た
に
過

ぎ
な
い
、
と
い
う
い
い
方
だ
。
明記

さ
れ
な
く
て
も
、
知
る
梅
利
が
な
い

と
は
言
い
き
れ
な
い
。
神
奈
川
県
訴

訟
は
東
京
高
裁
で
く
つ
が
え
さ
れ

た」
そ
の
他
、
内
申
の
開
示
、
住
宅
供

給
公
社
が
、
な
ぜ
対
象
に
な
ら
な
い

か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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との兼合い問題

なぜ200円の手数料か

プライ

ハシー

算
数
が
ニ
ガ
手
だ
っ
て
い
い
。
カ
ケ

ッ
コ
が
ビ

リ
だ
っ
て
い
い
。
得
意
科
目
は
定
気
」で
す
っ
て

胸
張
っ
て
い
え
る
く
ら
い
の
子
が
、

い
い
な
あ
。

何
ご
と
に
も
元
気
が
根
っ
こ
、
だ
と
思
う
か
ら
。

こ
の
頃
、
オ
ハ
ヨ
!
と
か
、

ア
リ
ガ
ト
!
と
か

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
子
が
目
立
つ
よ
う
だ
ね
。

僕
は
ゼ
ン
ゼ
ン
優
等
生
の
オ
ヤ
ジ
じ
ゃ
な
い
け

ど

約
束
を
守
る
こ
と
。
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。

大
き
な
声
で
あ
い
さ
っ
す
る
こ
と
。

こ
の

3
つ

一
・
』
ゆ

J
φ
晶
、

1
』
』

キ
ビ
シ
ク
し
つ
け
て
い
る
。
だ
か
ら

ウ
チ
は
、
元
気
だ
け
は
切
ら
し
た
こ
と
が
な
い
。
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う
え
、
下
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

川
個
人
で
参
加
す
る
輔
白
H
住
吉
剛
、
氏
名
、
年
一

冊
、
性
別
、
朝
捕
、
電
話
需
司
一

山
グ
ル
ー
プ
で
曹
加
す
る
場
合
H
遡
桔
回
当
者
一

一
国
守
浦
人
教
嗣
阿
古
館
で
は
、
間
人
教
育
軍
庭
教
一
の
住
扇
、
民
名
、
電
話
需
司
及
び
曽
加
寓
の
人
一

一

宵

の

今

品

量

に

つ

い

て

学

習

す

る

量

者

に

よ

一

数

、

性

別

専

一

吋
否
問
演

A
Z開
睡
し
て
い
$
守
。

一
冊
な
お
、
童
館
で
簡
泊
、
車
事
脊
椅
望
す
る
方
r

一

I

Z

-
-
E
C揖
調
書
「
喜
四
座
」
の

一
は
、
精
軍
事
項

(

富

重

2

3

車

一

一
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
副
で
あ
る
「
件
器
副
の
晴
動
化
を

一
数
ぎ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
幼
兜

吋

一
宮
己
し
て
l
開
園
と
展
望
l
」
を
デ
!
?
と
す
る
シ
一
を
お
つ
れ
に
な
る
場
合
は
、
幼
児
童
で
保
育
し
一

米
軍
検
閲
と
編
集
者

二問
帽
ン
ポ
ツ
ウ
ム
寄
与
。
シ
ン
ポ
ア
ウ
ム
喜
一
事
の
で
お
五
の
牢
一
齢
、
車
記
入
し
て
一

査

に

i

間

君

、

何

度

ニ

日

H

1
uu一一
H一

}
11
3
:
1υ

一

言

す

る

。

「

い

し

ゆ

き

さ

シ

ン

ポ

一

一

恒

視

劃

の

満

載

代

」

一

貯
で
な
く
、
熊
誕
魅
に
も
何
度
か
二

A

I

d

-

-

4

J

t

i

'

一

寄
哲

て

原
歯
科
で
噌
」
の
問
簡
を

一一

解
明
レ
て
来
た
が
、
富
帯
受
り
た
一一

公

開

講

演

会

参

加

者

を

募

集

一

本
人
の
白
憶
少
量
添
っ
た
り
、
伝
腕
一
白

作

Uτ
伝
わ
っ
て
い
た
こ
h
F垣
見
が
一
一

っ

て

い

た

り

し

た

の

で

き

主

主

脅

か

ら

基

-

量

語

、

噛

昔

、

一

下

さ

い

。

主

主

主

)

一

Z

受

け

た

よ

主

。

二

教

育

田

町

L
お
け
る
能
世
酬
の
流
動
化
を
め
ざ
し
た
芯
蹄
切
昭
相
六
O
年
八
月
十
百
四
(
当
日
一

米
軍
に
よ
る
横
聞
は
当
初
す
べ
て
こ
興
事
Z
E
望
書
え
ま
す
。

一

自

有

効

)

一

事
前
歯
で
語
崩
を
ニ
車
内
二
こ
宍
命
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
を
棋
の
喜
一

o
p
b先

〒
三

五

五

l

O

二

一

ぞ

れ

に

毒

薬

に

入

れ

語

調

二

で

曹

中

レ

手

。

一

時

玉

県

比

事

嵐

山

町

大

字

官

宅

二
八
重

一

警

に
逗

じ

、

示

薬

害

警

二

0
日

時

昭
和
六
O
牢
八
月
二
五
日
間
章
一
一
園
高
人
警
告
書
護
(
T
E
O
四
九
一

す
る
。
費
者
護
軍
の
唖
聞
が
入
二
時
=
2
3
一
二
時
三
容
一
三
六
ニ
l
六
七
一
一
(
代
理
)
0
申
込
ん
だ
方
一

っ
た
部
分
を
直
し
、
ほ
童
文
芸
こ

o-T
マ

「

襲

型

車

毒

害

し

て

1

一

は

全

買

事

加

で

章

手
。

一

入

れ

、

横

開

が

あ

っ

た

事

実

が

わ

か

一

一

翼

融

と

展

望

」

一

〈〉
経
費
時
料
(
た
だ
し
、
宿
泊
椅
望
者
は
一
一

ら
な
い
去
J

に
し
な
貯
れ
ば
な
量
二

O
シ

ン

ポ

ジ

ウ

参

加

者

一

人

一
泊
一
、
ニ

8
円
、
畠
車
料
金
一
臣
蚕
一

ぃ

。

そ

し

毒

事

監

査

っ

た

一

一

青

木

主

受

話

き

一

一

一、五

8円i一

-Tg向程
度
)
一

躍

李

雨

入

、

塑

重

量

章

二

小

玉

章

〈

童

女

子

実

震

)
H
司
会
一
〈
当
日
の
害
警
告
当
自
慢
士

一時一-
一定

一

し
が
宮
れ
た
か
笠
柔
軍
の
チ
一
一
樋
口
享
(
肝
輪
車
〕

一

に

需

を

開

惜

し

、
先
着
順
に
請
を
書
け
一

種
雪
ん
が
闘
を
圃
き
は
じ
め
た
一
朝
前
か
ら
立
の
情
人
た
ち
が
が
ん
一

3
ク
華
客
。
し
ば
ち
く
し
て
一
一
軍
士
告
し
恵
子
(
評
論
家
)
一
ま
す
。
定
闘
を
超
え
た
曙
告
に
は
べ
別
宣
言
一

己
ろ
、
「
主
い
が
女

puく
な

い

」

一

ば

っ

て

は

い

た

が

、

基

的

に

も

経

一

事

前

柚

聖

書

属

議

吉

三

O

定

員

=

g

名

一

同

時

臨

Z

ピ

視

聴

に

よ

る

問

調

会

話

に

一

と
か
「
女
雇
い
た
と
は
思
え
な
い
一
語
に
も
恵
ま
れ
な
い
存
在
だ
っ
一
事
量
聞
と
な
っ
た
が
さ
量
二

ο申
込

妻

普

通

ハ

ガ

キ

に

択

の

一

霊

長

入

の

-

な

り

ま

す

。

一

し
っ
か
り
し
た
文
章
」
な
ど
互
い
う
石
高
田
喜
C
ん
が
自
分
の
語
一
塑
足
っ
た
警
の
喜
的
ロ
ス
を
一
M

I

l
l
-
-

u

u
H

H

H
u

-

-

t

i
t
-

-
n
HH
H
H
H
il

l
i

-

-

肝
が
平
聞
で
さ
れ
た
。
手
た
、
闘
の
一
く
咽
炉
も
持
て
ず
、
「
風
呂
離
包
一
お
そ
れ
輔
聾
者
た
ち
の
自
己
規
制
一
と
い
い
な
が
ち
、
閉
七
号
の
準
備
に
一
教
育
砺
究
所
相
離
部
指
導
主
事
)
。
一
十
時
1
十
宣
昭

同
人
聾
は
男
性
の
揮
い
季
室
一
み
が
私
の
警
戸
」
っ
た
」
と
い
っ
た
一
で
、
か
え
っ
て
M

g

醐
μ

が
す
す
ん
一

tし
い

。

一

第

三

分

霊

園

覇

空

襲

有

一

票

・
葉
川
県
購
入
総
合
セ
ン

一

軍
て
女
。
人
る
明
断
は
な
く
、
ひ
一
宮
捕
に
長
の
も
の

'
F
2蓄
一
だ
と
い
う
。
一
(
「
い
し
ゅ
た
る
」
。
神
車
川
県
逗
了
現
状
と
大
人
の
役
割
巴
助
君
苧
一
タ

4
窟
科
単
郵
金
書
研
究
考

百

レ

蓄

り

で

一

と

い

う

一

風

だ

三

を

痛

感

す

る

も

一

メ

Y
ラ
ン
ド
大
図
書
聞
の
園
料
一
子
市
小
坪
七
l
一
一
1
三
九
摺
場
一
義
睦
(
阜
帽
回
大
学
堂
南
酷
セ
一
圃
幅
・
小
学
四
・
五
・
六
年
生
の

た

。

は

よ

」

の

聖

展

開

時

代

案

車

に

一

糟

子

苧

ん

方

、

定

価

吉

百

円

、

章

一

ン

タ

1

霊

)

。

閉

四

分

科

歯

・

!

?

一

男

女

二

干

名

。

‘V

-

1

-

'

t

l

E
E
-
-
t
t

残
っ
て
い
た
ゲ
ラ
刷
り
で
あ
る
。
一
一
一
百
円
)
一
ス
コ
ミ
と
性
問
曙
;
テ
レ
ビ
・
雑
誌
一
お
や
つ
の
署
員
軒
弁
温
度
の
チ
ス

次

々

に

渦

巻

く

問

題

号

ん

は

い

う

。

「

今

に

な

二

l

i

l

-

-

一

2・
5

i

郎

ト

タ

リ

ン

主

ミ

ル

ク

i

司

、
1

ι

守

、
J

，

|

|
J
J

五
聞
の
王
室
々
す
語
、
旦

家
庭
教
育
研
究
集
会

士

重

重

大

学

霊

)

一

〈

申

学

生

コ

1

ス

〉

H

貧
窮
ρ
の

中

で

育

て

る

芽

本

人

員

署

益

事

選

り

一

現
代
青
少
年
の
性

一
語
一
百
〈
分
科
室
〉
、
一
理
翠
と
か
し
己
崩
事

毒
て
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
ゲ
ラ
剛
一
閉
日
:
七
月
二
土
つ
二
十
七
日
〈
全
体
酎
ち
現
代
胃
少
年
の
性
一
日
時

-Eニ
ー
工
ハ
日
(
金
)
、

「
自
前
の
手
段
で
、
突
破
口
を
切
一
肱
で
つ
ぶ
廿
な
く
な
り
ま
し
た
」
。
一
り
の
丘
置
は
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
一
告
堀
芝
エ
レ
ガ
ン
ス
(
目
苧
京
一
(
助
君
者
に
よ
る
意
見
交
換
)
。
一
十
時
i
十
査
時
。

り
開
と
う
」
患
っ
た
。
量
豊
富
弓
二
十
方
円
近
く
の
季
に
悩
一
ち
ぎ
し
て
そ
杭
毒
存
し
て
お
一
子
会
館
)
一
審
員
・
多
T
円
(
車
代
、
昼
一
票
・
同
じ
。

去
、
堀
饗
応
一
人
。
こ
れ
は
と
一
み
な
が
ち
「
い
し
ゅ
た
る
」
富
し
王
、
占
領
が
轄
わ
っ
た
と
た
ん
、
一
章
。

8
日
本
女
子
社
会
教
一
金
二
四
分
喜
む
)
。
一
語
中
き
ち
男
女
、
二
十
名
。

い
う
人
に
扇
帽
を
編
む
が
廟
碕
料
は
一
つ
づ
け
る
。
印

平
レ
忍
番
組
は
、
ア
ニ
メ
醤
屈
が
一
っ
て
お
り
£
開
の
ニ
ュ
ー
ス
、
ニ
ュ

増
え
、
民
放
へ
の
間
関
恒
向
が
見
ら
一
l
ス
セ
ン
タ
ー
九
時
、
N
H
K
特
蝿

れ
る
し
、
ア
ニ
メ
の
内
容
も
肝
価
で
一
な
ど
に
、
ヤ
ン
グ
が
つ
い
て
来
て
い
一
て
い
る
、
と
い
う
。

一

来
有
そ
れ
菌
室
轟
に
な
る
同

一メ
デ
ィ
量
控
室
J

な
る
の
か
、

き
な
い
。
N
H
K
q
人
形
劇
に
は
一
る
。
本
俗
的
に
作
っ
た
も
の
は
肝
個
一

「
N
H
K
輯
湿
離
の
老
帥
化
、
唖

一

因

の

一

つ

」

一

教
者
面
の
み
や
っ
た
場
合
、
文
化
と

歴申

2
2で
、

も

之

君

臨

一

し

て

い

る

」

一

REK化
し
て
来
た
の
で
組
理
一
か
っ
耳
、
若
い
時
は
霊
的
な

一い
う
も
の
が
、
商
輔
士
義
文
化
に
片

分
を
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
の
一
肝
抽
家
の
小
唱
茄
代
平
去
凡
は
、
一
分
割
し
た
い
意
向
が
あ
る
。
噂
で
は
、
一
占
唱
え
も
持
っ
か
、
老
人
に
な
っ
た
5
一
寄
り
は
し
な
い
か
。
N
H
K
の
持
つ

意
見
が
あ
げ
ち
れ
て
い
る
。
一
「
興
開
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
に
軍
閥
一
民
政
の
樺
に
ず
隅
吋
紹
轍
者
停
り
、
一
自
民
党
、
テ
レ
ビ
は
N
H
K
と
い
う
一
公
共
件
あ
意
味
訴
事
え
る
必
要
が
あ

で
は
、
N
H
Kは
ど
-一
易
る
べ
き
一
通
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
一
あ
ぶ
れ
「
告
轟
を
、
そ
ち
ち
に
起
一
副
知
鉄
事
ぞ
い
た
が
、
今
時
そ
れ
一
る
」

0

-

一

一

一

{

なd叫引れド
らダメ3よ

一τい

γ
響?中Eに
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部剖旬哩工喜己えん

~o

一安を辞醇守え一季る弓ム
ooま
た
べ
、
パ
パ
ラ
エ
テ
ィ
l
一
「
弔
木
情
報
と
い
う
の
は
民
感
と
一
「
し
か
し
、
執
し
い
タ
l
ゲ
ァ
ト
一
る
番
組
冠
ど
の
置
見
が
多
か
っ
十
一

円

四
月
の
事
国
で
N
H
K7
一
報
告
で
は
ヤ
ン
グ
(
中
学
生
以
一
し
ゃ
べ
り
人
望
」
(
金
喜
一
半
夜
十
一
時
一
一
十
去
十
一
一
「
ニ
ュ
ー
ス
に
ヤ
ン
手
ナ
ウ
ン
一
色
で
、
官
事
置
が
章
一
変
喜
ぃ
。
タ
ウ
ン
底
的
。
公
益
一
8
5
ぃ
、
い
ま
見
で
い
る
一
N
H
E
語
、
テ
レ
ビ
Z

寸

1
ン
毒
喜
志
向
田
空
打

Eし
一
上
〉
、
子
主
(
幼
児
、
小
学
生
)
、
一
手
守
八
時
)
、
「
ベ
ス
ト
ザ
う
一
時
五
十
五
分
)
、
「
Y
O
U」
(
土

・
亨
l
軒
便
っ
た
り
、
ス
タ
ジ
オ
L
な
一
来
て
い
る
。
ア
ナ
ウ
ン
?
の
「
一
還
と
し
て
の
醤
は
向
か
喜
一
べ
一
の
護
人
た
ち
。
皐
と
れ
て
い
る
一
も
の
か
ち
若
者
が
離
れ
て
い
く
曹

m
l

弓
己
れ
が
マ
ス
コ
ミ
か
そ
民
生
一
世
に
分
け
て
閉
盃
さ
れ
て
拍
り
、
一
ン
ド
」
(
水

・
夜
七
時
三
十
分
人
一
夜
十
時
三
十
分
i
十
一
時
三
平
分
「
一
ど
の
登
場
で
、
四
月
の
編
成
時
平
一
ク
が
ヘ
タ
。
ぞ
れ
実
1
ソ
ナ
日
7
一
特
に
ニ
ュ
ー
ス
の
型
は
霊
ド
す
一
老
人
季
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
喜
一
が
主
空
妻
。

つ

の
一
事
毒
肝
さ
れ
、
視
聴
老
一
そ
の
申
で
民
肢
の
患
と
露
さ
れ
一
号
、
「
レ
γ
ツ
ゴ
l
ヤ
ン
グ
」
(
日
・
一
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ヤ
ン
グ
」
、
大
人
の
一
ン
グ
狂
い
H
な
ど
王
、
古
ん
ざ
ん
た

一
ィ
l
で
カ
パ
す
る
こ
と
が
聖
れ
一
ベ
さ
」
下
実
現
異
に
は
旬
喬
て
て
い
一
し
か
し
、
雪
」
に
は
揖
善
意

門
F

芳
し
ミ
な
い
o

一
た
番
組
は
、
ヤ
ン
グ
の
一
部
で
は
「
お
一
夜
六
時
3
六
時
四
十
分
)
。
子
ど
も
一
「
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
ツ
ス
ペ
シ
ャ
一
た
か
れ
た
。
た
し
か
に
ス
タ
ジ
オ
L
一

?

:

・

↑

る

」

一

活

字

離

れ

を

し

た

と

い

わ

れ

る

中

勿

高

齢

化

基

と

い

-

暴

2

5

l

i

l

-

-

一

の

部

で

を

定

Q
」
〈
月
・
夜
一
止

。

一

民

功

し

で

な

い

。

民

肢
の
手
法
の
一

公

共

放

送

の

役

割

を

一

N
H
K
量
い
き
、
喜
一
で
、
マ
ン
ガ
雑
誌
が
き
売
れ
て

九

う

し

た

聞

を

に

重

合

せ

て

F

C

T

一

=

一

六

時

土

ハ

時

一

手

8
4子
覇
語
」
一
以
上
富
努
事
に
著
い
が
一
車
、
制
作
置
を
使
わ
ず
、
司
会
者
一

i

i

一

ま

っ

芝

れ

そ

義

務

の

声

一

い

る

、

そ

ん

な

怖

さ

に

、

若

者

た

ち

京

子
ど
も
の
チ
レ
ピ
の
章
、
七
月
十
一

「

H

H

i

一一(火
-
E
-
Z
i
六
号
、
一
君
主
張
、
君
、
ヤ
ン
グ
冨
一
に
も
た
れ
か
か
っ

て

い

2

恵

一

受

信

料

シ

ス

テ

ム

が

弱

み

一
が
怖
い
2
5
0
5
、
土
の
チ
レ
ピ
離
れ
時
ぎ
か
似
て
な

市

一
一
百
、
景

-E橋
、
蝿
人
情
報
三

一

f
s同
司

ニ
「
言
、
ア
ど
ん
」
〈
火

・
夜
六
時
3
一
組
で
は
「
ス
タ
ジ
オ
L
」
に
批
判
が
事
量
毒
自
で
昆
て
い
る
感
じ

一

一
の
聖
題
シ
ス
テ
ム
草
め
、
N
H
一
い
だ
歪
60
Z
ピ
離
れ
宇
る

ヤ

セ
ン
タ
ー
で
「
N
H
K
は
ウ
ケ
て
い
ま
一
一

一
町
吋
d
ー

~
一
六
時
三
十
分
)
、
「
ウ
オ
ッ
チ
ン
三
車
中
。
晶
量
実
益
事
、
商
一
が
、
摂
取
の
量
だ
」
一
N
H
K
出
宅
現
在
、
事
宜
一
テ
ム
古
来
て
い
る
。
受
信
料
は
契
一
品
C
M
を
取
っ
て
浬
冒
し
た
塁
一
若
者
空
い
語
る
た
め
に
、
草

川

ま
す
か
?
l
若
者
r
央

会

放

奪

三

一
白
川
均
一

=
(
水
・
夜
六
時
土
ハ
時
三
十
分
)
o

一
伸
明
室
、
民
放
の
震
の
つ
い
た
一
民
胞
の
盟
で
な
く
、
N
H
K
組
一
子
大
量
の
川
竹
契
完
健
一
的
主
で
あ
り
、
払

E
E
E一
う
か
。
雪
ア
レ
ピ
雪
受
け
る
打
に

E
Eて
い

く

2

。

「

主
意
」
書
を
聞
い
た
、
三
一

r
g
i
r/
二
一
般
の
部
で
は
4
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
一
人
物
を
司
会
に
起
用
し
て
ま
で
、
若
一
自
の
も
の
作
る
こ
と
。
制
作
君
詰
一
「
N
H
K
温
室
票
、
年
と
と
一
法
民
号
室
で
は
な
い
の
だ
。
盃
金
事
と
長
官
、
公
共
性
の
一
N
H
K
、
民
婆
善
め
て
賢

一
円

F
C
T
は
、
5
3
一
自
主

ヴ

!

?

り

ニ
ツ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
(
自
主
十
時
i
一
者
の
言
こ
3
2
的
な
一
に
斬
し
い
童
福
岡
し
、

S
E
R
F果
て
い
る
」
と
一
言
で
健
福
人
の
期
間
一
部
分
に
も
買
Z
T
否
。
一
だ
っ
た
重
査
の
も
少
に

門

主
一
干
固
ま
で
、
N
H
K
の
喜
三

1

4

二

十

時

手

五

分

)

。

一

匂

い

と

、

企

望

星

し

く

、

司

金

一

す

る

己

奈

奇

、

と

福

摘

。

一

い

う

ロ

と

記

長

曲

に

よ

っ

玉

え

ら

れ

て

一

「

N

H
K
は
鼎
く
て
も
い
い
と
か
、
豆
逗
q

(2 ) 

⑩ 

5
、
三
理
系
の
池
田
託
老
起
用

せ
ん
と
ru
て
漫
画
測
よ
り
は
ね

ら
れ
し
己
と
、
等
々
。

六
日

(土
)
〈
払
官

ニ
口
門
戸
よ
円
曇
き
は
四

8

.fの
降
置
で
我
々
を
お
び
や
か
し

た
雨
は
、
昨
夜
か
ら
一
星
空
に
変
っ

こ。ァ
い
も
車
問
む
ろ
)
亭
あ
け
て
び
っ

く
り
。
八
寸
位
の
水
量
で
ひ
る
過

ぎ
に
は
約
一
尺
豆
寸
宝
に
増
水

し
て
ゐ
る
。
開
過
ぎ
た
戸
ス
々
は

云
ふ
。
入
れ
た
お
い
も
を
大
西
実

〈土曜日 〉

昭
和
二
十
年
十
月
五
日

(金
)

畢
風台
風
嘗
報
発
令
、
聞
東
地
方
は

園
間
風
の
お
そ
れ
あ
り
、
低
地
裡
水

ず
る
や
も
知
れ
ぬ
と
の
事
。
軸
災

者
に
は
バ
ラ
ッ
ク
か
円
頑
れ
る
雨

水
に
て
苧
ん
な
「
き
し
ん
で
ゐ
ら

J

也、
A

事
な
ち
ん
と
個
買
の
聾
な

り。
金
計
監
理
者
な
す
。
梅
田
夫
人

遊
び
に
お
出
に
な
る
。
お
い
も
を

ふ
か
し
ず
息
子
。
午
睡
、
由
紀

子
通
学
用
の
字
毎
袋
李
鍾
ひ
、
更

に
蹄
彦
の
ど
で
-Aめ
閣
当
、
持
専

の
附
け
笛
へ
亭
持
芋
d

。

。
五
時
の
朝
道
。
開
久
週
内
閣

総
辞
軸
揖
聾
声
る
。
揖
圧
内
閣
に

は
吉
田
茂
氏
、
野
村
吉
太
郎
大
将

ら
有
力
説
あ
ゆ
。

降
伏
後
新
日
本
建
殴
の
遇
控

的
内
閣
で
、
何
れ
短
か
い
生
命
と

は
思
っ
て
ゐ
た
が
、
や
っ
ぱ
り
盈

合
国
聞
の
鞄
置
は
偽
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
富
は
↑
毎
週
り
で
あ

っ
弓人
理
由
国
聞
に
申
摘
す
る
事

柄
に
つ
き
、
交
渉
と
云
ふ
同
盟
者

閣
に
世
廿
争
と
問
揮
の
歯
聞
を
つ

か
ひ
た
る
は
、
取
轄
と
云
ふ
事
実

骨
部
に
相
棋
な
し
官
行
い
、
自
由

販
売
制
と
じ
た
る
こ
と
。

3
、
夫
由
産
す
、
マ
元
帥
簡
同

列
の
お
耳
鼻
を
割
献
し
た
三
新
聞

に
対
し
、
発
売
讃
止
命
令
酔
出
国
し

た
こ
と
。

1985年 7月 20臼

台
風
さ
な
か
内
閣
倒
れ
る

を
国
民
に
明
告
武
審
開
喝

ワ
ヘ
長
野
型
、
魚
介
類
最

売
法
に
つ
い
て
。
。
政
府
は
マ
司

4
、
内
大
匡
(
山
崎
氏
)
及
全

国
軍
隈
部
畳
罷
免
に
関
じ
、
政
府

は
そ
勾
行
動
に
融
還
を
欠
え

人
に
出
し
て
圃
ふ
。

夕
刻
、
本
よ
の
牧
師
民
、
時
開

衣
嬰
持
参
U
て
樹
高
宅
密
口

る
。
相
兼
一
升
御
持
審
さ
る
。

手
習

ρャ
ん
を
つ
く
り
、
大
好

肝
を
帽
、
人
私
語
京
語
ぷ
。
明
朝
、

栗
田
撃
つ
く
争
ん
と
て
人
々

の
休
み
し
陸
ま
で
車
む
き
を
す

る。
。
桂
継
内
閣
の
大
品
聞
は
韓
原
理

量
廊
男
聞
に
降
る
。
〔
今
回
は
重

臣
会
蝿
室
行
は
ず
直
ち
に
)
た
プ

祈
る
、
新
日
本
串
起
の
た
め
よ
き

(カ
ッ
ト
は
大
友
さ
ん
の
孫
の
中
園
屋
平
会
」
ん
)

> 

安奇t-./'、議斤問宵

詩とエッセイの

ちいさな個人誌< 

国公~

シ
リ
ー
ス

引
替
え
る

「
い
レ
ゆ
た
る
」
と
い
う
小

さ
な
雑
臨
が
あ
る
。
時
人
・
掴

暗
唱
帽
子
亨
ん
が
出
し
て
い
る
、

時
と
エ
ッ
セ
イ
の
個
人
誌

H~。

創
刊
号
は
一
九
八
二
年
士
月
。

年
ニ
固
く
ら
い
時
間
行
し
て
お

(餌 3種郵恒物認可l第 775号

⑨ 

結
果
は
昨
年
と
同
じ
盲
人
句

ま
玄
宇
一
安
心
。

「
食
は
曲
で
す
。
毎
日
毎
日
の

童
申
奮
が
い
か
に
人
の
宰
、
京
事

を
分
け
る
か
o

d

た
べ
も
の
d

は

た
だ
、
鹿
い
っ
ぱ
い
畠
べ
れ
ば
、

そ
れ
で
良
い
の
か
。
残
金
な
が
ら

連
予
ん
で
す
想
え
。
日
本
人
に
は

日
本
人
ら
し
い
童
べ
も
の
介
蚕
ベ

方
が
あ
る
ん
骨
昔
よ
。

今
日
の
昼
、
松
ケ
崎
の
且
塵
さ

ん
へ
携
拝
さ
ん
が
つ
れ
て
っ
て
く

れ
て
、
手
打
め
そ
ば
を
ご
ち
不
当

に
な
円
重
レ
た
。
主
芯
い
で
す
な

あ
ロ
小
木
と
一
か
新
町
、
新
槽
に
も

あ
る
そ
う
で
す
な
あ
。
車
京
で
は

ま々一昨方々
A
々

'

S
F
F書

1
守
『

q
1
3
3

遠

来

の

人

そのI

部
畳
の
回
目
吉
ん
と
温
い
、
買
金

の
健
助
と
人
あ
つ
め
を
お
顧
い
し

ま
し
』
九
。
田
部
さ
ん
も

「
か
あ
ち
ゃ
ん
が
動
目
ば
、
父

ち
ゃ
ん
は
酌
き
ま
す
っ
ち
ゃ
。
帽

人
圏
中
心
に
揮
め
て
見
ま
せ
ん

{揮 3種郵便物認可!

す。
し
か
し
、
簡
を
聞
い
た
大
方
は
、

童
生
語
研
究
告
が
畑
野
町
井
梁

催
で
行
っ
て
い
る
有
槽
農
揖
調
座

は
今
牢
も
件
捜
庫
協
の
後
援
を
帯

て
四
回
目
。
一
=
月
一
一
十
二
日
と
決

ま
旦
志
し
弓

「
今
年
は
お
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

に
躍
で
も
ち
い

τえ
む
つ
。
伺
と

い
う
て
も
、
お
か
あ
ち
ゃ
ん
に
は

か
な
わ
ん
レ
な
あ
」

公
民
闘
の
古
屋
さ
ん
は
瞳
断
本

所
へ
打
豆
口
わ
せ
に
'
タ
畠
の
中

で
い
い
ま
し
弓
昨
年
は
「
世
づ

く
り
」
が
テ
!
?
だ
っ
た
の
で
男

性
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
胃
聴
県

の
有
槽
闇
措
塑
由
者
小
由
川
さ
ん

と
、
掴
島
県
熱
塩
加
納
村
の
農
協

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
小
林
さ
ん
が

謂
師
で
し
た
。

そ
の
桂
一
年
、
う
れ
し
い
こ
と

に
有
機
麗
曜
に
取
り
組
む
友
人
が

で
き
、
そ
の
昨
醤
の
輸
が
、
そ
れ

は
ほ
ん
の
一
に
ぎ
り
で
す
が
、
生

ま
れ
た
の
甘
す
。
私
は
祈
る
よ
う

な
罰
持
で
世
帯
を
み
つ
め
て
い
ま

心
に
刻
み

食
は
命

拡
が
る
有
機
農
業
講
座
の
輪

そ
り
ゃ
、
い
い
話
だ
が
、
自
分
に

と
っ
て
は
な
あ
、
今
い
ち
、
実
闘

は
開
理
だ
っ
ち
ゃ
、
と
い
う
と
と

で
し
去
が
。
古
屋
亨
ん
の
い
う

レ
宮
J

に
、
か
あ
ち
ゃ
ん
が
動
が
ん

と
、
伺
も
は
じ
菩
Z
4
一
議
司

が
す
る
っ
ち
ゃ
。

か
」
。醐師
は
層
樟
荘
病
院
長
午
層
拡

保
先
生
に
世
ま
り
土
φ
レた。

当
日
は
よ
実
問
。

「
き
買
が
良
す
空
基
な
あ
、
み

ん
な
畑
に
出
て
す
私
事
〈
主
膏
J
)

な
あ
」昨
年
は
帆
雪
い
て
人
の
果
ん
の

を
心
配
レ
て
い
た
古
屋
さ
ん
。
今

度
は
、
背
す
吉
吾
空
手
見
上
げ
て

た
め
息
を
つ
く
ー
ー
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
人
臨
め
が
い
つ
も
大
変
な

と
と
者
す
っ
ち
ゃ
。

め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

し
か
し
佐
渡
は
恵
ま
れ
た
食
醒
揖

が
あ
円
手
。
す
。
理
に
横
し
い
。
で

す
が
、
来
玄
見
で
で
ち
ょ
っ
と
見

渡
し
お
ι
け
で
す
か
、
歪
茸
の
ま

ね
を
し
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に

手
を
出
レ
て
い
る
よ
う
で
す
な

あ
。
手
由
昔
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
で

は
健
康
に
は
な
れ
ま
せ
ん
よ
。
掴

が
あ
る
ん
で
よ
う
り
自
分
で
作
っ

て
禽
へ
な
さ
い
。
農
事
な
ん
か
や

ら
ず
に
、
巴
分
で
作
っ
て
旬
ハ
し
ゅ

ん
)
を
大
切
に
禽
へ
な
さ
い
」

母
ち
ゃ
ん
動
け
ば
・
・

窓
外
に
は
晴
た
い
宮
nM相
区
つ

い
て
い
ま
し
弓
「
晴
師
控
悉

什
器
っ
ち
ゃ
」
戸
缶
塵
さ
ん
。
佐

渡
韓
協
の
新
ら
し
い
杢
所
で
営
贋

安司t-./'、来斤]!，f!

若
者
志
向
!
の
公
共
放
送
を
考
え
る

(土曜日 〕

制停泊四司四四甲抽幽司回目白園田空主主竺吉野幽置型盟世田園田町田園田内割

ク
民
放
後
追
い
の
声
F

FCT子 どものテレビの会

国

十
月
五
日
の
新
聞
で
、
司
令
の
己
ろ
か
ら
、
に
わ
か
に
紙
面

部
は
政
措
叩
あ
即
時
釈
放
を
要
に
は
s

民
士
事
車
F
と
い
う
文

求
し
て
い
る
。
と
E
R
6
日
間
じ
宇
が
ふ
え
は
じ
め
、
職
争
中
、

紙
面
で
、
内
輔
大
臣
、
法
商
大
ア
メ
リ
カ
与
昂
し
て
い
た
大

臣
は
、
陣
密
聾
棋
が
な
お
活
動
山
郁
夫
民
叫
祖
国
に
胃
廿
墨
」

し
て
い
る
こ
と
を
明
ち
か
に
暫
車
が
輔
君
宵
該
札
た
り
す
る
。

し
、
「
柏
安
植
持
法
の

d
F
ま
た
、
己
の
己
ろ
か
ら
亜
日
の

を
考
慮
し
て
い
る
」
な
ど
と
U

ぃ雪
J

応
、
職
争
中
の
思
想
響
曲
閉

や

っ
と

「

民

主

主

義

」

動

き

出

す

っ
て
い
る
。
政
府
首
脳
は
、
ど
の
弾
圧
の
真
相
が
の
り
は
じ
め

う
も
が
ポ
ツ
ダ
ム
軍
曹
受
臣
H
た
。
三
一
木
膚
の
厳
死
、
ホ
l
リ

と
い
ヨ
己
弁
あ
瞳
味
脊
釜
く
理
ネ
ス
敷
金
事
件
、
思
想
犯
に
問

解
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
か
思
す
る
拷
問
、
中
央
公
輔
、
改
超

え

な

い

。

解

体

の

由

泊

。

i

「

軸

世

民

主

そ
し
て
、
翌
ハ
自
に
は
、
車
羊
義
」
は
音
を
た
て
て
酌
き
は

A
軍
内
閣
は
総
辞
唖
す
る
。
こ
じ
め
た
。

自
の
罪
ん
之
介
巻
、
桐
畑
へ
掴
府
ぜ
ら
品
。

↑
百

(日
)
晴

授
賞
五
ゃ
ん
宅
酷
問
、
和
彦
、

和
彦
が
動
員
中
、
お
米
の
増
配
由
組
平
ゐ
シ
ャ
ツ
の
仕
立
方
宇
盈

を
頂
い
た
の
が
、
幸
い
、
柵
だ
っ
頼
す
。
十
五
日
の
益
田
校
置
筋
金

た
の
官
、
押
費
字
選
り
出
し
て
見
ま
で
聞
に
告
は
し
で
く
れ
争
y
kり

る
と
、
一
升
の
余
あ
之
め
で
、
車
な
り
。
新
内
閣
笹
あ
住
杭
出

今
朝
県
ふ
か
し
を
択
い

τみ
ん
な
づ
る
悩
み
の
中
に
あ
り
。
明
日
は

を

喜

ば

す

。

よ

さ

内

閣

の

撃

葬

見

る

褒

ι
ろ

顧
問
聞
を
窓
ど
っ
た
宜
類
の
虫
う
ロ

干
を
な
す
。
と
れ
で
ま
づ
ま
づ
安
文
部
大
臣
l
|
前
田
吾
阿
民
国

心

な

り

。

任

。

喜
怒
休
み

74で
、
主
人
大
外
務
六
千
l
古
里
氏
留
弓

/
世
に
も
餌
い
も
の
掴
覧

に
な
り
ト
ク
¥
ば
/
車
文
「
矛
丘
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
/
ど
で
か
い
右

輔
の
里
山
去
百
場
/
蛮
田
島

A
gか
に

安
ロ
び
煙
つ
/
「
お
ら
が
県
さ
包
英

軍
だ
り
が
た
い
せ
つ
」
/

/
「
畠
県
」
に
圃
さ
ぬ
骨
々
自
く

敵
り
し
き
/
守
色
れ
な
か
っ
た
怨
み

が
潮
騒
と
な
っ
て
/
泡
宴
D
寄
廿
墨

ら
ん
ざ
ん
便
り

'L、しゅたる」在持つ堀場清子さん(i里子の自宅で)

「不用-捨てる」の考え変えるとき

日本リサイクル協会がスター卜

フリーマーケット(東京代々木公園)世加者は自在追ってふえている

ァーγ 時九

、b

U
A

二
時
間
余
の
牛
尾
先
牢
あ
お
話

軒
X
J
な
ず
き
な
が
ち
聞
き
い
号
人

た
ち
。
そ
の
中
に
今
年
も
丸
山
作

司
吉
ん
(
新
潟
有
機
量
研
曹
弼
局

長
)
品
申
ー
村
醐
央
さ
ん
(
横
浜
米

庖
社
長
)
の
一
顔
が
阜
え
ま
す
。
旅

先
に
住
む
私
た
員
長
い
つ
も
支
え

て
主
C

っ
て
る
方
々
で
す
。

忘
れ
、
措
で
去
用
ヌ
メ
」
す
る
生
活

環
境
を
も
う
一
度
見
E
し
て
ほ
し

い
。
佐
渡
の
費
晴
し
女
房
、
佐
逗

の
人
自
身
に
雲
J

い
て
ほ
し
い
。

足
元
の
豊
か
さ
を
ど
う
取
り
あ

げ、

y
x
J肉
用
し
て
い
く
の
か
、

佐
渡
の
人
白
書
で
酌
い
て
ほ
レ

い
。
私
た
試
蛋
可
カ
贋
沢
市
毛
地

元
の
聾
曜
を
尋
元
る
告
」
審
議
成

し
、
地
憲
章
、
地
調
絹
圏
在
甫
、

瞳
協
、
市
場
、
梢
費
者
共
々
に
帯

『一え
て
い
宅
4
つに
。

こ
の
島
の
内
部
か
ち
、
も
っ
と

も
っ
ル
掻
く
、
自
柏
車
を
高
め
る

運
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
AFγ
ん

な
に
離
晴
ち
レ
い
戸
文
苦
か
。
捨

司

っ。
「
ジ
斗
リ
ス
ト
」
は
増
刊
結
合
特

密
女
性
の
現
在
と
未
来
ヲ
」
れ
は
、

乙
の
一
冊
で
、
現
在
の
立
件
国
間
聞
の

す
べ
て
が
わ
か
る
よ
訓
示
廟
睡
で
、

年
聖
や
田
園
料
帯
吾
め
で
あ
り
と
多
白

ゆ
る
も
の
が
入
っ
て
お
り
、
己
れ
を

持
っ
て
い
れ
ば
大
悼
の
己
と
が
わ
か

る
と
い
う
お
も
む
き
が
あ
る
。
そ
の

草
昧
で
も
便
利
な
一
同
だ
ろ
う
。
帆

車
者
も
杏
瞳
に
わ
た
っ
て
い
る
b

「
世
塁
は
八
月
号
で
特
蝿
「
女

が
変
え
一
号
」
。
こ
れ
は
大
変
揮
し
い

醗
み
色
の
が
並
ん
で
い
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
女
た
ち
の
い
ま
、
そ
し
て

未
来
は
0
」
は
翌
喜
の
樋
口
恵
子

〈
肝
拍
車
〉
、
中
島
通
子
(
井
躍
士
)
、

聞
暗
眠
デ
(
埼
玉
大
教
侵
)
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
H
車
庭
M

M

明
働
H
N
平

和
μ

に
つ
い
て
報
告
し
、
乙
の
=
一
人

が
司
会
の
噌
由
れ
い
子
(
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
〉
さ
ん
#
斐
え
て
臨
し
あ
う

形
で
、
肩
が
こ
争
し
か
を
内
【
号

あ
吾
よ
み
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

対
政
(
噌
面
れ
い
子
/
F
村
欄
子
、

大
隅
田
チ
/
掴
明
靖
子
、
大
江
健
三

郎
/
国
周
祐
芝
の
頗
ぶ
れ
も
面
白

、。
L
V
 

「ウ
イ
」
の

夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム

新
レ
い
塞
庭
料

「
ウ
イ
」
の
八
五

年
罵
季
フ

744フ
ム
は
、
八
月
十
日

か
ち
士
百
薬
品
雲
議
嵐
山
町
の

国
立
蝿
人
韓
両
金
館
で
行
わ
れ
る
。

今
年
の
チ
!
?
は
「
自
分
ち
し
さ

を
と
そ
E
l
|
私
が
わ
た
し
で
あ
る

た
め
に
」

。

八
月
十
日
午
睡
二
時
が
開
告
。
内

村
富
一
郎
さ
ん
と
と
を
九
「
自
己
盟

現

実

K
易
保
験
レ
者
J

」
。

十
一
日
午
前
は
「
人
閣
を
探
す
旅

で
一
見
え
で
き
た
h
あ
」
青
木
悦
さ
ん

と
園
町
る
お
う
。

午
後
は
分
料
金
。
変
り
ダ
ネ
の
分

料
金
は
O
H
ヰ
ミ
子
方
式
'
で
睦
を

描
と
う
O
丸
木
興
術
館
曇
な
弓

園
周
は
書
加
置
は
一一一日間
適
レ
で

大
人
五
千
円
、
平
供
二
千
円
。
一
日

は
大
人
ニ
千
五
百
円
、
一
日
は
大
人

二
千
五
百
円
、
平
供
千
円
、
宿
泊
費

は
大
人
一
間
千
二
百
円
、
平
供
五
百

円
。
間
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
ウ
イ

・
胃
フ
ォ
ー
ラ
ム
保
E
O--一
・
=
三

六
・
主
一
八

Q

児
童
文
学
講
座

児
輩
文
化
の
会
〔
三
贋
市
け
や

き
薗
開
内
)
は
、
八
月
三
、
四
の
二

日
冊
、
埼
玉
県
労
働
金
館
(
国
軍
北

浦
和
駅
西
口
下
車
)
で
、
夏
季
児
童

文
学
講
座
#
品
開
く
。
=
百
は
、
栗
原

直
子
、
神
洋
子
、
朝
地
逗
子
、
中
野

晶
ち
子
、
周
杢
喜
担
、
吉
田
タ
キ

ノ
、
拝
野
川
際
、
早
船
宅
産
の
μ
自

作
亭
語
る
6
0
四
日
は
分
科
会
。

会
買
三
千
円
(
金
困
問
、
学
生
は
二
千

五
百
円
)
。
間
合
わ
せ
、
申
込
み
は

け
や
き
膏
聞
へ
(
官
O
四
二
二

・
四

七
・
六
一
七
ニ
)

て
お
く
姐
を

h
k
J
一
度
耕
や
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
「
童
」
を
真
剣

に
青
え
一
串
人
一
は
、
土
と
共
に
書
く

こ
と
に
桔
屈
な

gcる
を
憎
ま
せ

ん
。
土
と
語
り
合
う
と
き
、
本
も

の
の
食
べ
も
の
が
童
卓
を
に
ぎ
わ

し
、
憧
盟
主
み
が
え
っ
て
来
る

ー
。
私
同
軍
え
4
哩
し
な
が
ら
、
佐

認
で
の
摘
要
量
も
大
切
に
し

た
い
介
考
え
て
い
草
す
。

ひ
ょ
う
ひ
ょ
ユ
宇
と
し
た
人
間
味

豊
か
な
牛
尾
先
牛
芝
、
は
じ
め
て

お
違
い
レ
た
の
は
昭
和
桁
牢
で

す
ぷ
め
年
私
は
自
分
な
り
民
童

理
揖
持
持
」
に
間
づ
き
、
藤
沢
団

地
で
三
ヵ
月
十
二
回
の
塁
間
週
間

摘
座
を
開
き
ま
し
「
、
。
手
め
時
の

中
討
醐
師
が
牛
尾
先
砕
芝
A

『は

亡
き
孟
果
畏
利
先
生
で
し
た
。

司令

「女の特集」組む

世界、ジ、ユリストが

素
晴
し

い

佐
渡
を

自
覚

し

て
ほ
し
い

己
の
隅
座
宇
昌
弘
#
、
童
研
は
続

廿
る
の
戸
ξ
?
っ
か
。
回
由
に
持
け

喧
ワ
¥
程
、
都
会
+
商
が
強
く
、

島
近
か
に
あ
る
理
揖
房
弐
戸
達
。
し

く
、
つ
ま
A
琢
く
恩
一
い
、
そ
し
で

斗

ぬも

官

捜伝を岬ノコ問

己
最
座
主
語
た
も
の
は

劃

興

一
に
大
き
く
て
、
自
分
の
生
き
方

聞

を
さ
え
一
問
う
己
と
に
な
り
ま
し

c
h~。
た
か
が
食
べ
酌
あ
、
「
ご
甑
」

唱
と
「
お
か
ず
」
、
米
と
野
菜
、
県

造

物

の
お
話
で
し
た
。
そ
れ
が
人
間

聞
の
耐
を
し
っ
か
り
み
つ
め
る
暗
黒

聞

と
な

2
E
%

同
ヰ
居
先
生
と
は
そ
の
後
一
、
切
れ

，w
f
量
れ
ず
懇
一え
を
受
け
干
¥
「
壷

唱

警

の
喜
民
じ
が
年
々
費
に
つ
い

唯
て
、
あ
あ
、
つ
い
に
今
、
私
は
佐

近
渡
ま
で
来
て
レ
ま
之
、
モ
ン
ペ

切
と
長
靴
が
似
合
手
ょ
、
と
人
に
い

な

わ
れ
て
、
よ
ろ
と
ぷ
女
に
変
っ
て

日
当

T
。

講

座
で
得

た
も

の
・
・

国
連
間
人
の
十
年

・
闇
路
年
と
あ

っ
て
N
女
の
特
一
蝿
H
F
祖
む
雑
舷
が

目
立
っ
て
い
る
D

そ
の
中
で
も
、
硬

派
で
鳴
ら
す
肯
世
界
」
〈
岩
段
・
自
)

「ジ
z
リ
ス
ト
」
(
有
斐
閣
)
が
そ

ろ
っ
て
特
持
組
ん
だ
の
が
目
立

国&2品吉右t五割

世界

~ 
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企
画
貧
困
、
司
会
者
に
も
た
れ

1985年 7月 20B
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震安議日t

i;i !i 
zg王者室

力レン (左) ドルー (中) ドリー l右)は力一マ
ギー社のプルトニウム工場に勤めていた

こ
れ
か
ら
が
発
生
の
時

生
も
の
は
な
る
べ
く
避
け
て

梅
雨
の
頃
か
ら
九
月
は
、
食
中
毒
食
中
毒
の
原
因
に
は
、
細
菌
、
フ
薗
に
よ
る
も
の
で
す
。

の
発
生
が
最
も
多
い
時
で
す
。
年
間
グ
や
キ
ノ
コ
等
が
も
っ
自
然
毒
、
農
食
中
毒
菌
に
は
二
つ
の
型
が
あ

発
生
の
約
七
O
配
怖
が
、
こ
の
時
期
に
薬
な
ど
化
学
物
質
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
薗
が
体
内
に
入
っ
て
摺
唱
え
る
感

・8
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
そ
の
中
の
約
九
O
物
が
細
染
型
は
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
ォ
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
な
ど
。
菌
が
増
え
る
時
に
だ
す

れ

叫

棄

に

よ

っ
て
、
発
病
す
る
毒
素
型

、、
J

に
は
、
ぶ
ど
う
球
菌
な
ど
が
あ
り
ま

ノ

'
7

、df}
l
i

す
。

dw

ふ
M
Y
ZWW
炎
建
設
訪
問

、

J
H
7

・
1

/
イ
ペ

¥
Y

す
ん
で
い
て
、
水
温
が
上
昇
す
る
と

主
演
は
、
「
ク
レ
イ
マ

l

ク
レ
一
=
一人
の
働
く
カ
l
マ
ギ
i
社
の
プ
一

合

R

」

-
V

F
ぜ

3
4
次
第
に
増
え
は
じ
め
、
魚
介
類
[
付

イ
マ

l
」
「
恋
に
お
ち
て
」
の
メ
リ
一
ル
ト
ニ

Z工
場
は
、
ォ
ク
ラ
ホ
マ
一

グ

ゴ

午

JL宅
二

穫

し

て

台

所

に

や

っ

て

来

ま

す
c
増

ル
ス
ト
リ
l
プ
。
奪
し
、
子
供
一
市
効
外
の
町
、
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
か
ら
一

-

L
M
d
内

視

長

仁

一
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
憲
を
一一

を
産
み
、
離
婚
し
、
新
レ
い
恋
を
す
一
十
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一

本

h
h
ik
羽

噌

竜

町
五
度
以
上
の
場
所
に
放
置
レ
て
お
く

る
平
凡
な
女
性
が
、
議
ろ
さ
一
カ
レ
ン
の
告
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
一

ワ

J

・
ペ
l
v保
、

と
震
で
き
る
菌
の
特
号
、

と
、
工
場
の
ず
さ
ん
な
プ
ル
ト
ニ
ワ
一
ム
と
酸
化
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
を
混
合
さ

一

ゴ

ガ

，

十

〈

塩
水
に
は
強
い
が
真
水
に
弱
い
と
乙

ム
管
理
の
た
め
に
起
っ
た
汚
染
事
故
一
せ
、
燃
料
粒
剤
を
作
る
機
械
に
送
り

一

湾

、

、

、

、
)
崎
問
、

ろ
が
あ
り
、
水
で
よ
く
洗
う
乙
と
が

へ
の
悠
り
に
目
ざ
め
て
い
く
さ
ま
ざ
む
こ
と
。
乙
の
仕
事
に
就
い
て
か

一

¥

、

ム

ペ

吋

劃

t
?イ

大
切
で
す
。

一

一

‘

、
相
、
h

k

を
、
好
演
し
て
い
る
。

一
ら
、
間
も
な
く
二
年

に

な

ろ

う

と

し

一

‘

k

￥
du--A円

f

私
た
ち
の
身
近
な
と
と
ろ
に
い
る

{
物
語
}

↑
て
い
た
。

一

a
刻

4

の
が
貧
色
ブ
ト
ウ
一球
一
闘
で
す
。
髪
の

カ
レ
ン
・
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
干
八
一
カ
レ
ン
に
は
、
学
生
時
代
に
駆
け

一

l
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
j
f
j
i
l
t
-
j
t
-
i
jZei
t---F
i
j
i
J
!

?ヨ
l
ク
・
タ

イ

ム

ズ

の

記

者

に

歳

。
最
初
か
ら
H

活
動
家
H

で
あ
三
落
ち
し
た
ピ
1
ト
と
の
聞
に
、

三
人
一変
わ
り
始
め
た
。
原
子
力
委
員
会
の
一
た
カ
レ
ン
は
、
新
た
な
会
社
の
不
正

一

会
社
側
の
要
請
で
、
盟
国
解
散
の

会

い

に

行

く

途

中

だ

っ

た

。

し

か

し

、

た

わ

け

で

は

な

い

。

た

だ

、
誠
実
で
、
一
の
子
供
が
あ
っ
た
。
月
一
度
、
子
ど

一パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
貌
み
、
上
司
の
前
一
を
発
見
し
た
。
一
賛
否
を
問
う
投
票
が
行
わ
れ
よ
う
と

カ

レ

ン

が

持

っ

て

い

た

は

ず

の

脅

類

不

正

が

行

わ

れ

る

の

を

、

黙

っ
て
見
一
も
に
会
う
自
に
は
、
多
少
の
無
理
を

一
で
も
、
同
僚
に
向
か
っ
て
ズ
ケ
ズ
ケ
一
規
格
検
査
の
た
め
の
、
燃
料
ピ
ン
一
し
て
い
た
。

は
、
事
故
前
に
目
撃
し
た
者
が
あ
り
一
存
在
と
な
っ
た
。

過
す
と
と
の
で
き
な
い
性
格
だ
っ
一
し
で
も
、
工
場
を
休
み
た
か
っ
た
。

一と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
危
険
を
口
に
す

一切
断
面
の
撮
影
Z

不
ガ
を
、
マ
ジ
ッ
ク
一
組
合
擁
鰻
の
た
め
、
活
動
委
員
に

一
な
が
ら
、
何
故
か
消
え
て
い
た
。

一

監
紅
白
は
「
卒
業
」
「
イ
ル
カ
の
臼
」
一
た
。
そ
れ
が
、
彼
女
の
死
を
招
く
こ
一
カ
レ
ン
が
休
み
を
と
っ
た
目
、
工

一る
。
生
産
向
上
だ
け
を
目
ざ
す
会
社

一で
修
獲
し
て
い
た
の
だ
。
乙
れ
が
、
一
立
候
補
し
た
カ
レ
ン
は
、
他
の
二
人

一

こ
の
作
品
は
、
七
四
年
、
全
米
に

一な
ど
の
マ
イ
ク
・
ニ
コ
ル
ズ
。
脚
本
一
と
に
な
っ
た
。

一
場
が
放
射
能
漏
れ
の
た
め
に
、
閉
鎖

一側
に
と
っ
て
、
ヵ
レ
ン
は
危
険
分
子

一増
硝
原
子
炉
に
使
わ
れ
れ
ば
、
州
全

一と
と
も
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
原
子
力

一
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
与
え
た
、
ヵ
レ
ン

一は
、
ノ
ラ

・
エ
プ
ロ
ン
と
ア
リ
ス

・
一
カ
レ
ン
は
、
ボ
l
イ
フ
レ
ン
ド
の
一
さ
れ
た
。
賀
任
回
避
を
す
る
会
社
側

一だ
っ
た
。

一体
が
吹
っ
飛
ぶ
破
鐘
的
事
故
に
も
な

一委
員
会
本
部
へ
飛
ん
だ
。
そ
し
て
、

一・

シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
事
件
に
素
材
を
と
一
ア
l
レ
ン
の
二
人
の
女
性
ジ
ャ

l
ナ
一
ド
ル
ー
、
レ
ス
ビ
ア
ン
の
ド
リ
!
の
一
は
、
休
み
を
と
り
た
い
、
ヵ
レ
ン
の

一

金
属
組
織
部
へ
部
署
変
え
に
な
っ

一り
か
ね
な
い
。

一
会
社
の
ず
さ
ん
な
管
理
、
日
常
茶
飯

一
っ
た
も
の
。

一
リ
ス
ト
が
手
が
け
て
い
る
。

三

人
と
住
居
を
分
け
あ
っ
て
い
た
。

一仕
業
だ
と
い
う
噂
を
流
し
て
い
た
。
一

1
1
1
1
1
1
l
l
I
l
l
i
t
-
-
2・si
t
z
-
-
ti
〈

t
・1
j
l
i
t
i
---
I
l
a
-

一

三

工
場
で
は
、
工
黒
星
に
汚
一

、

1
1
i寸

js鱒竜

一

を

む

一

染
さ
れ
る
事
故
が
、
た
び
た
び
起
き
一

t
t
t
it
-
-
t
hト
ー〓

d

t
i』
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週
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司

直
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関

‘

EE--司君

w
ih
鵬
一
一
い

か

丁

検
査
さ
え
、
行
わ
な
い
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h
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園
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能
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知
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、Bノ日曜也
一

一
九
七
四
年
十

一
月
十
三
日
、
ァ

一
メ
リ
カ
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
効
外
の
ハ

一
イ
ウ
ェ
イ
で
、
自
動
車
が
コ
ン
ク
リ

日

一
i
ト
壁
に
襲
穴
。
運
転
車
官
は
即
死
し

O
一た
。

2
一
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名
は
、
ヵ
レ
ン
・

ヨ

一
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃

ソ

一
料
工
場
の
研
究
筏
師
だ
っ
た
。
彼
女

一

一
は
、
自
分
の
勤
め
る
、
ヵ
!
?
ギ
1

勾
一
社
の
、
ず
さ
ん
な
安
全
管
理
や
、
デ
1

5
一タ
還
の
証
拠
窃
類
を
も
っ
て
二
一

8
 
9
 

4
B
 

-悲運
反原発運動のシンボル

彼女の怒り

ン
ル
ク

内
ノ
ツ
ド

¥ 

ハ

毛
や
血
押
の
中
、
の
ど
、
ケ
ガ
を
し
た

時
の
傷
口
な
ど
に
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
閣
は
熱
に
強
い
毒
素
を
だ
し
、

魚
た
り
焼
い
た
り
し
て
も
中
毒
を
起

す
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

協
の
あ
る
手
で
お
に
ぎ
り
を
握

り
、
食
中
毒
に
か
か
っ
た
と
い
う
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
手
に

甥
の
あ
る
人
は
ゴ
ム
手
袋
を
す
る
と

か
、
渥
ち
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
畜
ゃ
に
わ
と
り
の
ふ
ん
便
に
い

て
、
食
肉
や
卵
に
つ
い
て
い
る
の
が

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
で
す
。
母
近
、
牛
肉

の
タ
タ
キ
な
ど
、
肉
を
生
で
食
べ
る

理
詰
多
い
よ
う
で
す
が
、
や
は
り

生
で
食
べ
る
の
は
避
け
た
方
か
い
い

さ
つ
で
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
清
潔
が
第

一
で
す
。
次
に
、
材
料
を
手
に
入
れ

た
な
ち
早
く
調
翠
乞
し
、
残
っ
た
も

の
は
、
思
い
切
っ
て
鎗
て
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
よ
り
加
熱
し
た
も
の
を

食
べ
る
と
と
。
自
分
自
身
の
体
調
を

整
え
て
お
く
と
と
も
、
食
中
毒
に
か

か
ら
な
い
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

事
の
事
故
や
、
工
員
の
一
汚
換
に
加
え

て
、
一
系
ガ
修
整
の
不
正
事
実
を
報
告

し
た
の
だ

:
・:
。

(
上
映
時
間
・
二
時
間
十
二
分
へ

ラ
ル
ド

・
エ
ー
ス
、
日
本
へ
ラ
ル
ド

映
画
回
給
七
月
下
旬
よ
り
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
)

然
な
美
し
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
風
に
吹
か
れ
た
と
き
の
髭
の
動
き

ゃ
、
水
に
ぬ
れ
た
よ
っ
な
へ
ア
、
生

ま
れ
た
ま
ま
に
袋
う
髭
が
、
こ
と
、

何
年
か
の
士
硫
で
し
た
。

乙
乙
に
き
て
一
再
び
、
マ

ッ
シ
ュ
ル

ー
ム
や
ウ
ル
フ
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し

た
わ
け
で
す
が
、
社
会
の
動
き
に
呼

応
し
な
が
ら
、
よ
り
自
己
を
表
現
・

主
張
し
よ
う
と
い
う
女
性
た
ち
の
願

望
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ム
か
。

ま
た
、
見
方
に
よ
っ
て
、
男
性
が

自
分
。

2
Dに
女
性
を
見
い
だ
し
、

女
性
が
自
分
の
心
の
奥
に
男
性
を
模

ま
せ
て
い
る
と
い
う
、
両
性
具
有
(ア

ン
ド
ロ
ジ
ナ
ス
)
な
ど
の
側
面
が
あ

る
と
と
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
夏
の
資
生
蛍
の
調
査
で
も
、
シ
ョ

ー
ト
に
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
今
後

シ
ョ
ー
ト
に
し
た
い
:
・η必
で
、
手

入
れ
が
簡
単
で
、
お
し
ゃ
れ
が
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
は
簡
単
で
す

が
、
こ
ま
め
に
美
容
続
に
通
い
、
い

い
型
を
保
つ
の
を
お
忘
れ
な
く
。

今
年
の
典
剖
商
な
ス
タ
イ
ル
は
、

前
髭
を
短
く
し
て
、
層
を
だ
し
、
サ

イ
ド
の
毛
は
H

短
く
、
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
風
に
。
前
は
、
一
直
線
に
カ
ッ
ト

す
る
の
で
は
な
く
、
骨
格
、
表
情
に

合
わ
せ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
だ
し
ま

す
。メ
ー
ク
は
、
肌
色
を
き
れ
い
に
仕

上
げ
る
の
が
基
本
。
眉
を
ア
イ
ブ
ロ

ウ
ペ
ン
シ
ル
で
強
調
し
て
箔
き
、
よ

り
太
く
見
立
志
す
。

頬
紅
は
、
色
を
お
さ
え
ぎ
み
で
入

れ
、
口
紅
に
は
、
は
っ
き
り
と
、
キ

リ
っ
と
し
た
強
い
色
を
も
っ
て
き
ま

し
ょ
う
。

(資
担

穣

資

生

堂
)
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甲
」
の
子
は
ち
つ
ち
ゃ
い
け
れ
ど
た
っ
ぷ
り
入
り
ミ

そ
し
て
座
っ
た
ま
ま
で
注
げ
ま
す
ね
。

低
く
な
っ
た

6
m分
、
会
話
が
弾
み
ま
す
勺

洗
練
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
と
デ
、
ザ
イ
ン
で
す
ね
。

ょ泌がや/

で
も
、
一
番
う
れ
し
い
の
は

レ
バ
ー
で
か
る
j
く
注
湯
で
き
る
こ
と
で
す
勺

レディ

ヲイガー

うくで乙す
・PNB-2200<容量2.24E)5.800円
・容量はそのまま、背の高さだけを6cm低〈しました。(量許土PNC
-22∞と比較)・i主湯位置が低くなったのて:座ったまま，主
げます二・注ぎ口の績のレバーを押すだけ、指1;;.寧てヵ、る-(
;主湯。・J、ンドルは倒せ1;1'ボディtこ一体収納。・色柄/レッ

ポット

いいものは、いい生活ともだち。


